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元気いっぱい
令和７年２月１４日 文責 校長 羽田野 修

大川小の１５３年の歴史に幕を閉じる日が近づいてきまし

た。明治５年、草場船山先生が開いた「本立堂」が大川小学校

の始まりです。「本立堂」の「本立」という言葉は論語の「本立

而道生（本立ちて道生ず）」からつけられたと言われています。

これは「本（もと）すなわち基本を大切にして物事に励むと自

然と道が開けてくる」という意味です。この言葉に草場船山先

生の教育に対する熱い思いが伝わってくるようです。図書館

には草場船山先生が書かれた「本立堂」の書が飾られていま

す。

今後の行事予定
［２月］ ○２７日（木） ６年生ありがとう集会・学級懇談会

○２８日（金） 市連Ｐ２月委員会（東陵中学校区 実践発表）

［３月］ ○ ６日（木） ＰＴＡ評議委員会
○１４日（金） 令和６年度卒業証書授与式

○２４日（月） 修了式、辞任式

○３０日（日） 大川小学校閉校記念式

○３１日（月） 大川小学校閉校

※東陵学園の始業式は４月７日（月）です。当日は、東陵学園の開校式も行われます。

※令和７年度東陵学園入学式は４月１０日（木）に新１年生、新７年生合同で行われます。

友達たくさんできたよ！

松浦小学校との交流会

２月７日（金）に、大川小と松浦小の子どもたちが、東陵中学校で交流会を行いました。中

学生の案内で校内を見学した後、学年ごとにゲームなどをして楽しい時間を過ごしました。こ

れまでオンラインや遠足などで交流を続けてきた子どもたちは、今回の交流でさらに友情を深

めることができました。交流を終えた子どもたちからは、「たくさんの友達ができたよ」「４

月からいっしょに勉強するのが楽しみになったよ」などの声が聞こえてきました。

中学生の案内で校内を見学 学年ごとにゲームなどを楽しみました

図書室の草場船山先生の書



「むかし遊び」を楽しみました！

１月27日（月）に、1・2年生が天寿会の皆様と「昔あそび」を楽しみました。子どもたちは、それぞれ

の場所に分かれて、竹とんぼ、竹馬、羽根つき、お手玉、めんこ、おはじき、けん玉、こま回し など

の「むかし遊び」をしました。はじめはうまくできなかった子どもたちも、天寿会の皆様に教えていただ

きながら、しだいに上手になっていきました。普段はスマホやパソコンのゲームに熱中することが多

い子どもたちも「むかし遊び」の楽しさを味わうことができました。

おはじきは初めての体験、楽しかったよ 竹馬、なかなか難しいな

芸術鑑賞「泣いた赤おに」の公演が行われました

1 月 17 日（金）に文化庁の支援事業として劇団「ショーマンシップ」の公演が大川小学校

で行われました。午前中はワークショップが開催され、劇の中で踊る踊りを練習したり、劇の

セットに絵を描いたりして、劇団員の方と楽しい時間を過ごしました。

午後からの公演は、普段使っている体育館が劇場に大変身！プロの俳優さんの演劇に子ども

たちは大感激でした。

ワークショップでは劇の中で踊る踊りを練習 学校の体育館が劇場に

最後に、劇団員のみなさんと記念写真！「ショーマンシップ」のみなさまありがとうございました


